サルモネラにおける抗原の人工変換 (III) 変換の機轉について by 中川 武彌
札幌医誌　4〔6），386～394（1953）．
サノレモネラにかける抗原の人工変換＊（III）
変換の機轄について
　　　　　中川武彌
札幌医科大学微生物学Uttt（主任植竹教捜）
Changes　lnduced　in　the　Antigens　of　Salmonella　（III）
　Studies　on　the　Meehanism　of　Changes　lnduced　in　the　“O”
　　　　　　　　　　Antigens　of　Salmonella
　　　　　　　　　　　　　By
　　　　　　　　［1］AKb］yA　NAKAGAsVA
Depα・rtment〔ゾMicTobiotogy，　S⑳poγoひniversit？」Of　Medficine
　　　　　　　　‘α三筋r＝PTof．」ff．　VIETAムx）
　Br　lner＆Edwards（1948）1）はS．　anatum及び
S．meleagridisの0抗原を（III，　X，　XXVI）から
αll，　XV）にin　vitroに人工的に変え得ることを報
じ，小原2）はS．　newington及びS．　new－brunswick
の0抗原を（III，　XV）から（III，X，XXVI）の抗原構
造にin　vitroに人工的に変え得ることを報じた．
また著者は別報3）で小原の得た抗原変換株の0抗
原を（III，X，　XXVI）から高温と同じ（III，　XV）にin
vitroに人工的に復帰せしめ得・ることを報告した。
しかしこれ等の場合その抗原変換の面縛はまだ明
かにされていない。
　微生物の抗原の人工的変異はAvery等4）一10）が
肺炎双球菌における菌型の人工的変換が菌のもつ
Desoxyribonllc工eic　acid（以下DNAと略記）に
よりcontrolをうけることを立証して以來遽かに
学界の注目をあびるようになつだが，それでもま
だ乙れに関する報告は少なV・。そしてその幽幽に
つV、ての見方は大体i次の2つに大きく分けて考え
られると，1品う。
　1）菌のもつDNAの作用による場合。（肺炎双
球菌，4）一10J大腸菌11）＞
　2）DNAのような特：定の物質によらす，ただ
軍に1つの抗原因子に抗体を：はたらかせてその抗
原因子の発達を妨げると別の抗原因子が現われて
くる場合一。（Paramecium，i2）肺：炎双球菌を用V・て
のしaエosの実験，ユ3tサルモネラH抗原における語誌
交代赤痢菌における抗原の変異14））の2つであ
る（これ等の点については総括考按の項参照）。
　ところでサルモネラE群における上記の実験で
は抗原因子に作川させる抗体孟L清を作る時に吸牧
を行わなければ作れなV、ので，吸牧に用V、た菌の
いろいろの薗休成分が血L清r［に含まれることは避
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けられない。從ってその中には吸牧に川v・た菌の
DNAも含まれている可能性もある。それで杭休
の作用だけに因るのか，それとも，DNAが二二
してv・るかをしらべることにした。実験当時の欺
態ではDesoxyribonucleaseの入手はゆるされな
かったので，他の方法でDNAの活性を除外して
それでも抗原変換を誘導出ヌぐるか、どうかをしらべ
てみた。
実験材料及び実験方法
．菌株：使用したサルモネラの諸菌株は総てサルモネ
ラ委員会より分與されたものである。
　冤疫血清：総て家兎免疫血清で，0血清，H血清，何
れもサルモネラにおける通常の方法，研定の手続をへて作
製したものである。ユ5）一ls）
　吸牧試験或は因子血清を作る場合の吸牧には免疫血清に
吸牧に用いる薗を充分多量に加え，50℃20芋間後室混また
は氷室に1夜静置して翌日遠心沈澱をかけ，上清を分離し
た。凝集反雁も総てサルモネラにおける通常の方法に從つ
た。・5）一18）0凝集原には菌の食塩フ爵游液を100℃1時r励n
熱したものを用い，H凝集原としては生菌食塩水浮游また
はブイヨン培養にホルマリンを加えたものを用いた。且凝
集反雁は50。C2時岡湯槽においた後列定し，0凝集反雁
は50。C2時悶後明に室温に1夜：放置してから剣幽した。
列定には総て凝集鏡を用いた。
　抗原変換に用いた培養法：
　小原及び著者が前報で用いたのと同様の培地である。た’
だXV因子血清の作り方を次のよ5にかえた。即ち吸敢に
用いる菌としてはEユ群のS．londonを用い，生理的食塩
水lCCにつき亭板寒天旧地1枚分の繭の割で蔚液を作り，
それをKoch四馬器に入れて100。C　1時間正確に加熱を加
えた。（DNAの活性を破壊する目的である〉。それを遽心沈
澱して上清をすて，沈渣を吸敗に用いた。即ちこれをE2
群のS．newington　O　M疫血清に加えて50℃2時間湯槽
に入れ，次いで室温または氷室に】叢夜放置して諸口遠心
沈澱をかけて上清を分離し，Seitz　EK：で濾過後飛i菌1的のこ
とを確かめてから使用に供した。III來上りの血清は原液2．5
培稀釈のものである。この無菌吸敢血清3ccに2％寒天培
地3ccを加えてよく混禾rlしてから小硝子弊を立てて37℃無
萬試瞼を行う（血清稀釈は5倍となる）。翌HS．　newington
を穿刺培養し水分の蒸発を防ぐため流動パラフィンを重層
して騨卵器内で持続的に培養を行い，48時問目か．ら後は
24時問毎に培地の周辺部から釣菌をして，亭叡寒天上に多
数の孤立集落を作り，XV因子血清，抗X，　XXVI血清ま
たはS．minnesota（XXI，　XXVI）の0血清で0抗原変異株
を槍索した。
実験成績
　　1）S．newingtonよリ0抗原変異凹め獲得：上述の
　方法で作ったXV因子血清加寒天旧地にサルモネラE2群
　に属するS．newingtonを穿刺培養して，多数の集落にっ
　きXV因子血清及び抗X，　XXVI血清，抗XXI，　XXVI血清
　を用いて槍索レたのであるが5同実瞼を繰返しても抗原変
　異株を分離出置なかった。それで次回からは抗．原変換用培
　地で継代を行ってみた。第6回の実瞼でも結局0抗原変異
　株は得られなかったが，穿刺後72時間してから釣菌したも
　のを斜面寒天に分離してこれを第7岡目の穿刺に用いた。
．第7回目穿刺後48時岡目から後は24甲子毎にρ抗原変異
　株を槍索したところ96時間‘穿刺後4日目）に釣菌したも
　ので作った集落81個のrli　Pc　1個，また148時間（穿刺後7
　日曝）に井口したものから作った集落76個の中に1個，
　XV因子血清に凝集せず，抗X，　XXVI血清に凝集を示す
　集落を見出した。前者を84E株，後者を84F株としてそ
　の抗原構造をしらべたD
　　スライド～疑；集玉詠の成績では84E株，　S4　F株ともにIII，
　X，　XXVI：e，　h：1．6…の抗原構造と示されたので，これを試
　瞼轡内凝集反謄及び吸牧試料により確かめ，夏に84E株，
　84F株免疫血清をも用いて原株との問に交叉凝集反磨，交
　神石牧望事を行ってこれを確実なもめとした。また継代培
　養を重ねても抗原に変化の起らみことを催かめ，生化学的
　性状も原株と比較した。以下その成績を示す。
　　2）試駿管内凝集：反癌並びに吸牧試験＝Table　1～7か
　ら84E，84　F株はともにIII，　X，　XXVI：e，　h：L6…なる
　抗原構造を有することが知られる。
　　0抗原について見ると，S．　newington　O血清をS．　an－
　atumで吸牧して作ったXV因子血清，及びS．　anatum
　O血清をS．newingtonで吸収し七作つた抗X，　XXVI血
　清による凝集反1慮の成績はTable　1に示してある。
．　84E，84　F株はXV因子血清では凝集せず，抗X，　XXVI
　芋汁では12SO倍まで凝集をする。これに反して穿刺株
　S．　newingtonは，　XV因子血清で凝集するが，抗X，　XXVI
　血中では凝集しない。穿刺株とO抗原変異株では抗原構造
15）　Kauff’mann，　F．：　Enterobaeteriaceae（1951）．
16）　ノ」、島．ノk田：　食呼勿T“毒菌　（IJ召16，．
IV）　Edwards，　P．　R，　＆Bruner，　D．　W．　：　Serological　laen一
　　tification　of　Salmonella　Cultures　（1942），
18）傳研学友会：細茜学実智提要（1951）．
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Table　1“O”一Tube　Agglutinations
札幌医誌1953
O　lmmune　serum
absorbed　’　with
葡暗闘迦響遡
S4　E
84F
S．　newington　C2
S．　selandia　7482’
S．　new－brunswick　5411
S．　london
S．　give
S．　anatum
S．　muenster
1446
3工6
293
4546
S．　newingt，on　C2
1工【，XV
5120
2560
S，　anaturn　293
xv
S．　anatum　293
2560
5120
2560
2560
1280
1280
1280
S．　niloese ユ236 640
III，X，XXVI
2560
0r120
S．　newington　Ce．
X，　XXVI
工280
三280
1280
J2SO
640
1280
工280
2560
12SO
工280
2560
2560
640
640
1280
640
640
Notes　：　Figures　indicate　higbest　dilution　at　which　agglutination　oeeured，
　　　　　　“v一”　indicates　no　agglutination　at　l　to　40．　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
　　　　　　　　　　　　Table　2　　　Absorptio？z（ゾノ1？zあ一S．？zewi・？zg（’onα？t〔18・αnαt・tLm
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Serums　wiTth　84　E　and　S4　P　Strains　．
O　lmmune　serum
absorbed　with
”N4ntigens　testedAgglutinogen　
S4　E
84　F
S．　newington　C2
S．　selandia　7482
S．　new－brunswick　5411
S．　london
S　give
S．anatu田
S．　muenster
1．446
316
293
4546
S．　ni］oese 1236
S．　minnesota21
S．　newington　C2
84　E
xv
12go
640
640
S4　F
xv
12SO
640
1280
S．　anatum　293一
III，　X，XXVI
，　1280
　　1280
J280
工280
12SO
2560
2560
2560
2560
320
80
84　E S4　F
NOteS　are　Same　aS　in　Table工，
が異なっていることが知られる。また未吸収の0血清に
84E，84　F株はともに明かに凝集を示すことからIIIを有
することがわかる。
　　この成績を更に吸牧試瞼により催かめた。
　Table　2の如くlc　S．　newington　O血清を84　E株，84F株
でそれぞれ吸攻すると両株．ともにS，　newingtonの総ての
凝集素Lを吸牧しきれずXV凝集素が残る。即ちS．　newin－
gton，　S．　selandia，　S．　new－brunswickとの凝集反雁が残
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Agglutinogen
S4　E
84F
S．　chester
S．　newport　var．　puerto　rieo
S．　london　．　1446一”@r’@”　’　oS．　give　3－16
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’S．　anaturn　293
S．　zanzibar　562S
S．　shan．crani　5630
S．　newington　C2
S．　selandia　7482
S．　new－brunswiek　5411
antignes
e，h：　1，　6…
e，h：　1，　6t・・
　　’
e，　h：　e，　n，　×
一1，　2，　3…
1，v：　J，　6一一一
1，v：　1，　7・一・
e，h：　1，　6…
d　：一　1，　5…
k　：　1，　5・ny・
e，h：　1，　6・・一
e，　h：　1，　7…
1，v：　1，　7一一
　　H　immune　serum
pmtainst　S．　eastbourne
absorbed　with
S．　panama S4　E 84　F
antigens　tested
e，h，ユ，5
5120
5120
2560
J280
320
320
5120
5120
2560
2560
2560
g．20
ei　h
12SO
12SO
i
640
　－
1280
　－
2s60
2560
5
・ミ：．
一
一
　一
　一
　一
　一
2560
2560
　一
　一
　一
5
一
　p
　－
2560
2560
　一
　一
　v
．
Notes　are　sarne　as　in　Table　1・
Table　4“H”一Tube　Aggl’catinations
Agglutinogen
84E
84F
S．　ebester
S．．london　　　　　　　工446
S．　give　316
S．ana七um　　　　　293
S．　newington　C2
S．　london　1446　（O）
S．　newington　Cu　（O）
S．　niloese　1236　CO）
Antigens
　H　immune　serum
against　S．　london
absorbed　wtih
　S．　give
S．　newport84E S4　F
Antigens　tested
1，　v，　1，　6
e，h：　J，　6一・・
e，　h：　1，　6…
e7h：　e，　n，　x
1，　v：　1，　6…
1，v：　1，　7・一
e，h：　1，　6…
e，　h：　J，　6・”
III，　X，　XXVI
III，　XV
I，　III，　XIX
2560
2560
5120
5120
640
640
1280
　る12SO
320
6
640
640
’
640
640
640
1，　v
一
【
　P2560
’2560
　一
1，　v
　一
2560
2560
　－
　H
Notes　are　same　as　in　Table　」．
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Tab1e　5　Absorption　of　Anti－84　E　“O”　SeTum　with
　　Sd　newin9野幌，＆αηα仇¢？nαnd　84　P　Sごγα伽
O　lmmune　Serum
absorbed　with
L’w一’一一x一一u　antigent’ettea’
AgglutinogehtEL’一x’一一　yx一
84　E
S4　’F
S．　newington　C：
S．　selandia　7482
S．　new－brunswiek　5411
S．　london
S．　give
S．　anatum
S．　muenster
1446
316
293
4546
S．　niloese 11236
S．　minnesota 21
84　E
S．　newington　CL，
X，XXVI
320
320
320
320
320
320
80
S．　anatum　29384　F
III，　X，　XXVI
12SO
12SO
　　320
一　640
　　640
」280
12SO
12SO
2560
320
160
Notes　are　same　as　in　Table　1．
る。ところがこの両目はS．anatuMの0凝集素を総て吸
収して了5ことがわかる。
　H抗原に関する成績はTable　3，4に示す如くである。
　S．eastbourneのH血清をS，　panamaで吸牧して作っ
たe，h血清に84E，84F株は1，280倍まで凝集を示す。
また同血清を84E，84F株で吸回すると第2相に5を有す
“るS．zanzibar，　S．　shanganiのみ2，560倍まで凝集を示す
ことから両株はH抗原にe，h及び1を有することが知ら
れる。
　次にSlondon　H血滴をS．　give及びS．　newportで
吸収すると第2相に6を有する菌株だけ明かに凝集を示す
ことから84　E，84F株はともに6を有することが知られ
る。これを確かめるべくS．london　H血清を84　E株，また
は84F株で吸牧しみると］，6…を有する茜は凝集しなく
なり，1，vを有する菌株（S．　london，　S．　give）だけ凝集が
残る。
　以上の成績より84E株及び84F株はH抗原としてe，　h
＝1，6…を；有することが知られる。
　3）84　E株，84F株O冤疫血清及びOH琵疫血清によ
る疑集：反懸並びに吸牧試駿：0血浩はIOO℃2時聞牛加熱
死菌を，H血清は第1相菌或は第2相蒲のブイヨン培養に
ホルマリンを加えて殺菌したものを，それぞれ家兎静脈内
に接種して作った。
　84E株0血清をS．　neWingtonで吸収した血浩ではE1
群の菌株と84E，．84F株はおのおの320倍まで凝集を示
しS．minnesotaは80倍まで凝集を示すが，　E2群の菌は凝
集を示さない。これに反して84E株0血清El群のS．　an－
atum及び84　F株で吸牧すると総ての凝集素は吸牧されて
しまう。未吸牧の84E株0血清を用いての凝集便を比較
のため右側に示してある。
　84F株を用いて同様に吸牧試験を行い全く同様ク）結果を
得ている。
　Table　5と6とからは，更に84　E株，84F株の0抗原は
lkく一致していることがわかる。またTable工，2，5，6か
ら84　E，84F株の0抗原はS．　anatumの0抗原とも一
致していることが知られる。H抗原の成績と併せて両抗原
変異株は（III，　X，　XXVI：e，　h：1，6…）を有することが知
られ，これは丁度El群のS．　anatumと一致する抗原構造
である。
　そこで変異株84E株及び84　F株とS．　anatumの問で
交叉吸収試瞼を行って見た。その成績がTable　7である。
　84E株のO血清にH血清を加えてOH血清としS．　an－
atumで吸旧した。84　F株についても同襟の吸牧試験を行
った。またS，anatumの0血滴にH血清を加えてOH血
清とし，これを84E株，或はS4F株で吸牧して見た。そ
の結果Table　7に示されるようにお互いに総ての凝集索が
完全に吸牧されることがわかった。」
　4）生化学的性状：生化学的性状につV；ては，変異株2
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Table　6　Absorption’of　Anti－8417’“O”　SeTum　with
　　　　S．　newington，　S．　anatum　and　84　E　Strarin
Immune　serum
absorbed　with
）H：L’r’：．　一一一x一一　．　a．n．　tigens　tested
Ag．g．　L．tt．qgen．t’一sx一一一一一一．一
84　E
S4　F
S．　newington　C2
S．　selandia　74S2
S．　new－brunswiek’5411
S．　london
S．　give　一
S．’　anatum
S．　muesnter
1・446
320
2g．e」
C
4546
S．　niloese 1236
S．　minnesota21
84　F
S．　newington　CL｝
X，　XXVI
320
320
320
g．　20
320
649
so
S．　anatum　293
一
S4　E
Ilr，　X，　XXVI
1280
玉280
640
640
320
1280
1280
工280
2560
1；’ 640
160
Notes　are　same　aS　in　Table　L
Table　7Cros＄　AbsoTption　Between　S．　anatum　and　84　E　Stra＋in
Agglutinogen
t
84　E
S．　anatum　293
S．ches七er
S．　newington　C2
S．　poona
S．　london　’　1446　（O）
S．　new－brunswick5411（O）
S．　senftenberg　3007（O）
Antigens
e，h：　J，　6…
e，h：　1，　6…
et　h：　e，　n，　x
e，h：　1，　6…
．z，一・・：　」，　6
111，X，XXVI
III，　iXV
I，III，　X工X
Immune　serum
S・　anatum　“OH” 84E　“OH”
absorbed　with
5J20
5120
2560
20r60
5120
12SQ
工280
1280
84　E
2560
5工20
204SO
10240
5120
1280
1280
　640
S．　anatum　293
　　　　　　Notes　are　same　as　in　Table　1．
つ，それと抗原櫛造をともにするS．anatum，画期の
S．newington．吸牧．に用レ・たS．　londonの5薗株について
比1鮫した。成績はTable　8のとお1）である。
　84E株，　S4　F株ともに原株S．　newingtonとの間に差
は認め．られなかった。S．　londonと84　E株または84　F株
を比較するにInositolを前者は分解し後者は分解しない。
從ってXV因子血清を作るに用いたS．　londonを誤って
84Eまたは84　F株として把握したapではないことが，こ
の点からも立証さZ，しる。またこの事実は吸牧に用いた菌の
いわゆるL型19）一恥を誤って把握したの．でもないこと．を示
すも’のである。　　　　　　・1　　　　
　84E，84F株は安定であって分離後2年経．過しても抗原
構造にi変化を認めない。
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Table　8　Biochemical　Behaviors
Strain’
added
with
S4E
84F
S．　anatum　293
S．　newington　C2
S．　london　1446
culture　media
Peptone　Water
?????????。???
【?????
?????????????????。?????????????。????? 。????【?????
??????
十　十　十　十　一21十　十　十　十　十
十　十’十　十　一21十　十　十　十　十
十　十　十　十　一21十　十　十　十　十
十　一21－2t－L，t
十　一21．21“21
十　一21－21－21
十 十　十　十　一21十　十　十　十　十　十　一2f－21－21
十　十　十　“1一　十　一i一　十　一1一　十　十　一1一　一21．21－2・1
Bitter
?????』?????????｛?? ???
一　十　十　十
十　十　十　一！・
十　十　十　十
十　十　hl一　十
十　十　十　十
Baeto－peptone
?????????????? 【???』?』?
十　十　十
十　十　十
十　H一　十
十　十　十
十　一一　十
Kligler
?
　　
↓
　　
↓
一一
十
1一
Notes：　十　indieates　positive　reaetion　；　一2i　negative　behavior　during　21　days　observation．
総括並びに考按
　XV因子血L清を含む牛震動塞天培地にサルモネ
ラE2群のS・　newingtonを培養し2代継代する1こ
とによってE1群の0抗原構造を有する菌に変換
させることが出來た。このことは凝集臨画1，交叉
的凝集反慮，交叉的島牧試験によって確かめられ
た（Table　1～7）。この成績は小原の実話の正しい
ことを追認するものである。
　牛流動寒天培地に加えたXV因子血清を作るには100℃
1噂間加熱したS．london死菌を吸牧に用いたのであるから，
また確実に死菌であることを確かめてあるから，SIondon
は誤って把握されぬ筈である。またそのような誤でないこ
とは，84E株，84　F株の抗原’構造がS．10ndonと異なる
こと，また生化学的性状も異なることからも明かである。
そして同じ理由でS．IondonのいわゆるL型19）『2わが誤っ
て把握されたのではないといえる。
　次にspontaneous　mutation　and　selectionか否かとい
う問題がある。　これについては1」1田・坂崎2s）のspontan－
eOUS　mutationを認めたとの報告があるだけに，この可能
性を完全に否定することは非常に難かしいのであるが，今
回の実瞼でも7回も実瞼を繰返さなければ抗原変異株が把
握出來なかったほど，． ﾈ軍には．i変換が証明されないこと，
これまでの実瞼経瞼でも同様の傾向の見られること，
S．new－brunswickではspontaneous　mutationは証明
されていないが同様の実瞼方法で0抗原の入日変換が可能
であること等を合せ考えると入工的に誘鱒されたものと考．
えて差支えないのではなかろうか。また他方山田・坂崎の報
告ではカビが混入した場合にspontaneous　mutatio11を認
めているのであって，この際カビの混入がなん等かの影響
を與えたかも知れぬという可能性は完全には否定しきオしな
いし，また氏等の薗株と著者の菌株の異同も明かではない。
　誘導変異とすればその機縛はどう考えられるであろうか?
　小原2）の実瞼では抗原変異を誘導するため牛流動寒天培
地に加えたXV因子血清はS．　newington　O血清を
S，london生薗で吸股し，遠心沈澱により無菌としたもの
であった。吸牧には通常極めて多量の菌を加えるので三体
成分が南牧血清中に含まれていることは否定出來ない。從
って小原の実験だけではXV抗体の影響だけを考えるわけ
にはゆかず，吸牧血清中に含まれている菌体成分の影響も
否定しさるわけにはいかないことになる。
　そこで著者はこの変換の機韓が軍にXV抗体の影響だけ
に因るのか，それとも何か尊体成分の影響によるのかを明
かにすべくこの実瞼を企てたのであった。ところで從來の
丈献によると微生物の抗原の入工的変換の機輔は2っに分
けて考えられる。
19）　Klieneberger－Nobel，　E．：　Bact．　Rev．　15，　77　（1951）．
20）　Dienes，　L．　＆　Weinberger，　H．　J．　：　lbid．　15，　245　（19．　51）．
21）　Tulasne，　R．：　Rev．　d’lmmun．　15，　223　（1951）．
22）　Nelson，　E．　L．　＆Pickett，　M．　J．：　J．　lnf．　Dis．　89，　226
　　（1951）．
23）　Bore］，　L．　J，：　Biol．　Med．　41，　379　（1952）．
24）　Tulasne，　R．　et　Bringman，　G．：　Rev．　d’lmmun．　16，
　　325 （1952）．
25）　Carrer，　L，：　Ann．　lnst．　Pasteur　82，　768　｛1952）．
26）　Dienes，　L．　＆　Zamecnik，　P．　C．　：　」．　Baet．　64，　770　（1952）．
27）本間1医学のあゆみ14，95（1952）．
28）山田・山崎：医学と生物学20，209（1951）．
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　1）ある菌型または菌株に他の菌型または菌株のDeS－
oxyribonucleic　acidを作用させて前者の抗原構造を後者．
の抗原構造に変える場合で，肺炎双球菌4）一10）大腸菌11）
についての報告が著者がこの実瞼を始めた頃までに知られ
ていたものであったが，著者がこの実験を行っている時に
H．influenzae（AIexander　1951）L■9）の報告が表われた。
　2）ある菌に対しその菌のもつ抗原または部分抗原に対
して抗体を作用させるとその抗体に該当する抗原因子が証
明されなくなって他の抗原が薪に出現してくる場合。この
際出現する抗原因子は予め決っていて，任意の抗原が出現
するということはない。このことはそれぞれの微生物には
抗原合成能力に予め與えられた素因があり，その何れかが
抑えられると他が現われてくるものという風に解される。
サルモネラのH抗原における憎相交代はこセ）例であり，ま
たParameciumにおける抗原型の変異（Sonneborn1949）i2）
赤痢菌における抗原の変異，再帰熱ボレリァの抗原型の変
異（中込1951）31，）がこれに属するものとみられる。また同
じ肺炎双球菌でもLaros（1949）13）の出塁はこれに属するも
のであって，61型菌に抗31型菌血清，40型菌に抗20型菌
血清を作用させて，それぞれの部分抗原に抗体を作用させ
ると，その該当抗原を失い何れも抗13型菌血清で反聾す矯
よらになる。また31型菌に抗20型菌血清を作用させると
その該当抗原を失い，その代り抗35型菌血清及び抗3S型
菌血消に反慮するようになるという。
　そこで著者はDNAの影響を除外出躍るか否かに楡討を
加えてみた。当時Desoxyribonucleaseを入手することは
ゆるされなかったので加熱によガDNAの滑性を失わせて
みることにした。
　抗原変換に與るDNAはどの程度の加熱で不活性化され
るであろらか？肺炎双球菌についての実瞼では次のように
いわれている。GriMth3’i）Dawson32）・33）のin　vitroの実
学では死菌ワクチンとするのに80。～100。C1時間の加熱で
活性は認められなくなり，　Dawson　and　Sia34）のin　vitro
の実験では80。C15分では活性保持されるが，100℃15分
では活性は認められなくなる，また反復加熱なら700C　15．
分3回反復で活性は認められ，なくなるらしいと，いってい
る。また抽出液（Alloway　1933）35）では80℃以上の加熱で
漸減的に活性が低下する。もっとも90℃10分でも時には
活性の残ることもあるが，煮沸すると完全に不活性化され
るという。更に高度に精製した変換因子transfQrming
principleについてのAvery等（1944）4）の記錐によると
crudeのものよりpurifiedのものの方がless　stableであ
って65℃30～60分加熱で若千活性に損失を招くという。
　以上のような記録から考えて，抗原変換用培地
に加えるXV因子」血糊を作る際，一思に用V・る菌
株を予め1000C1時聞加熱しておいてから，吸牧
に使用するなら吸牧菌に：由來するDNAの影響を
除外出測るであろうと考えそのような実験を行っ
た。その結果は前記のようにかかる方法で作った
XV因子血清によってもall，　XV）→all　，X，　XXVI）
の変換が起ることが証明された。
　從ってS．newingtonにおける0抗原の（III，
XV）から（III，X，XXVI）への変換は上述コ）の場合
のように吸牧に用いた菌のDNAにより（III，　XV）
から（III，　X，　XXVI）への変換が起つたのではな
くて，むしろ2）の場合にanalogyを求めるべき
であると考えられる。即ちXVとV・う部分抗原
因子をXV抗体により抑制することによって別の
抗原因子（X，XXVI）が出現してきたものと考え
られる。S．　newingtonそして恐らくはS．　anatum
もIII，　XV，　X，　XXVIの各抗原因子を作る潜在能
力を有していてその中でXVとX，　XXVIはcon－
petitiveの関係にあり，一方が抑制されると他方
が現われるのであろうと考えられる。
　もっともこの機翼が他のサルモネラの場合にも
普遍的に当てはまるかどうかは今のところ明かで
なV・。これを論ずるにはもう少しデr・一ターの集積
するのを待つ必要がある。
　同僚伊勢36）の実験によるとS・senftenbergに
1，XIX抗体を作用させることにより0抗原がa，
III，　XIX）から（III，　XV）となり更に自発的に喪失
変異に：よりIIIのみとなったという。
　また著者の実以と同時頃行われ，同じ頃発表さ
れた井関・酒井37）の報一飛によるとサルモネラB鮮
の菌ではV抗原因子の喪失変異が誘導されるとV・
29）　Alexander，　H．　E．　＆　Leidy，　G．　：　Proe．　Soe．　Exp．　Biol．
　　＆　Med．　73，　495　（1950）　；　J．　Exp．　Med．93，345　（1951）．
30）中込：安東著感染と免疫より引用．
31）　GriMth，　F．　M．　B．：　J．　Hyg．　’27，　113　（1928）．
32）　Dawson，　M．　H．：　J．　Exp．　Med．　51，　99　（1930）．
33一）　Dawson，　M．　H．：　J．　Exp．　Med．　51，　123　（1930）．
34）　Daws n，　M．　H．　＆　Sia，　R．　M．　P．：　J．　Exp．　Med．　54，
　 681　（1931）J
35）　Alloway，　J．　L．：　J．　Exp．　Med．　57，　265　（1933）．
36）伊勢・植竹等：日本細菌誌7，（特），415（1952）原著末
　　禍載．
37）井關・酒井：第36回同本法医学会総会演説要旨13（1952｝．
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い，同僚の水島38Jも同様の実験成績を得ている。
．これ等の成績をみるとS．newington，　S・anatum
における抗原変換の機縛は一般化には躍躇を感じ
させられる。
結 論
　S．newington　O血清を100。C　1時問加熱殺菌し
たS．10ndonで吸牧．してXV因子』血清を作り，こ
の’?q血．清を加えた牛流動寒天培地にS．　neWing－
tOh　C2を培養するこ．とにより，その0抗原を（III，
XV）から（III，　X，　XXVI）の0抗原構造に人工的に
変換．させることが出面た。
　　この際H抗原構造，生化学的弾歌につV、ては1
槍査の．範囲内に．おいては原株との間に差異を見出
せない。
　　この実験から老・えてこの際の0抗原の変異は，
XV因子血溝を作る際吸牧に用v・たS．10ndonの
有するDesoxyribonucleic　acidに因るのではなく
て，むしろparamecium．㈱ける抗原型の変換11）
Larosの肺炎双球菌にお．ける抗原の変異12）赤痢菌
における抗原の人工的変異，ユ3．’再帰熱ポレリアにお
ける抗原の変異，30）或はサルモネラにおける三相
交代にanalogousの機韓によるものと考え．られ
る。
追 記
　この実験が既に修了し，上記のように括められたあとで
（発filti．trJlは冒頭の音K参照）井關・酒井氏（1953）39）がBacte－
riophageによりS，　london，　S．　give，　S．　anatumの0抗
原が（III，　X，　XXVI）から（III，　XV）に変ること，從って
（X，XXVI）抗原因子の発達を抑制することにより（XV）抗
原因子が出現すると考えられるとし，著者等の考えを支持
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コする成績を発表した。
　またその他に実八日の発覚として次の如きものがある。
　Austrian，　R．：Bact．　Rev．．16，31　C1952）．
　Austrian，　R，：Bull．　Johns　Hopkins　Hosp．．90，170（1952）．
　Zinder，　N．　D．＆Lederberg，　J．＝J．　Bact．64，679（1952）．
　篠川，■池村1新潟衛試研報第62瞬（．1952）．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和28．10．9受．付）
Sqmmary
　　　Anti－XV　monofactor　serum　was　prepared　by　absorbing　anti－S．　newingtori　O　serum
with　S．　london　which　was　heated　at　100℃for　one　hour．　By　cultivating　S　newington　C、，
in　semisolid　’　nutrient　agar　containing　this．　anti－XV　monofactor　serum，　the　structure　of　O
antigens　of　S．　newington　was　changed　from（III，　XV）to（III，．　X，　X．XVI）．
　　I　　　In　the　structure．　of　H　antigens　and　in　its　bi㏄hemical　behavioτs．，　no　change　was
observed　between　the　origiエ1al　strain　and　the　antigenic　variants　so　far　as　examined．
　　　These　findingS　suggest七hat　the　mechanism　of　the　above　variations　in　the　O　antigens
is．not　due　to　desoxyribonucleic　acids　of　S。10ndon，　which　was　used　for　preparing　anti－XV
serum，　but　it　is　analogous　to　the　mechanisms，　which　have　been　observed　in　antigenic
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のvariation　of　paramecium，12）some　ty：pes　of　pneumococcus（Laros，1949），ユ3・l　some　types　of
Shigella　flexnerii　D　and　Boエrelia　recUrrentis，30）and　or　in　phase　variations　of　H　antigens
of　Salmonella．　　　　　　　　　　　　　　　　．　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Oct．9，1953）
．
t
38）水島二原著未．掲載． 39）井開・酒井：第26回1］本細菌学会総会演説（1953）．
